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1 月 11 日（金）日本のよさを知る 

私は日本ほど恵まれた国はないと思うのです。一億とい

う人口があって、しかも一民族であり一言語である。気候、

風土も非常に好ましい状態に置かれている。こういう国を

擁して偉大なる発展をしないというのはどうかしていま

す。素直に考えてやっていけば、次つぎとこの国を生かし

ていく道ができてくると思うのです。 

そのためにはまず自分の国というものをよく知らなけ

ればいけない。われわれは日本を、日本人というものを知

らなくてはならない。むろん何もかもよいというのではあ

りません。欠点は欠点で、これは当然直さなければいけま

せんが、それを差し引いても、まだ余分にいいところがだ

いぶ残ると思うのです。 

 

1 月 12 日（土）枠にとらわれず 
私たちは仕事を進めていく際に、ともすれば自分で自分

の枠を決めてしまってはいないか。たとえば、ラジオ

のデザインにしても、元来、デザインは固定した

ものでないのだから、三角でも円でもよいはずな

のに、ほとんど箱型である。このことに限らず、

不思議なことに人間は自ら枠をつくり、その中に

入ってしまうという悪い傾向がある。これも自己

を保身する一つの行き方かもしれないが、窮屈な

枠の中で窮屈なものの考え方をしていては、心の

働きも鈍くなり、自由自在なよい智恵が出てくる

ものではない。ものにはいろいろな見方がある。

時と場合に応じて自在に変えねばならない。そこ

にこそ発展が生まれるのである。  

 

1 月 13 日（日）不景気またよし 

 好景気は結構だが、不景気は感心しないという。たしか

に、その時点時点で見るとそうであろう。 

 けれども、そういう一コマ一コマであっても全体につい

て見たら、不景気の過程もまた偉大なる生成発展の一つで

あるとも考えられる。 

 不景気のときには苦しく困難ではあるが、不景気なるが

ゆえにはじめて得られるものがある。不景気になったため

に知らなかったことを知った、ある悟りを開いたというこ

とがある。それによって次の手が打てる。だから不景気の

ときには、伸びているところも少なくない。そういう見方

をするならば、不景気もまた結構ということになると思う

のである。 

 

1 月 14 日（火）経営の若さとは 

 一般的に人間は年齢を加えるとともに若さが失われて

いきます。けれども、そういう中でも、なお若さを失わな

いという人もいます。それはどういうことかというと、心

の若さです。 

 企業においても、大切なのはそういう精神的若さでしょ

う。言いかえれば、経営の上に若さがあるかどうかという

ことです。そして、経営の若さとは、すなわちその企業を

構成する人々の精神的若さ、とりわけ経営者におけるそれ

ではないかと思うのです。経営者自身の心に躍動する若々

しさがあれば、それは全従業員にも伝わり、経営のあらゆ

る面に若さが生まれて、何十年という伝統ある企業でも若

さにあふれた活動ができるようになると思います。 

 

1 月 15 日（水）青春とは心の若さ 

“青春とは心の若さである。信念と希望にあふれ、勇気に

みちて日に新たな活動をつづけるかぎり、青春は永遠にそ

の人のものである”  これは私があるヒントを得て座右

の銘としてつくった言葉である。当然ながら、人はみな毎

年歳をとってゆく。それはいわば自然の掟である。しかし

私は、精神的には、何歳になろうとも青春時代と同じよう

に日々新たな気持を持ち続けることができるはずだと思

う。その精神面での若さを失いたくないというのが、かね

てからの私の強い願いなのである。特に最近は、心は絶対

に老いさせないということが、個人的にも、また周囲の環

境からも要請されていることを強く感じている。 

 

1 月 16 日（木）武士道と信頼感 

 昔、武士は庶民の上に置かれ、尊敬されていた。これは

一つには、武士が武力を持っていたからとも考えられるが、

それだけではない。やはり武士は道義に厚く、武士として

の精神を忘れず、いわゆる武士道に徹することにより、庶

民の信頼と尊敬をかち得ていたものと思う。 

 これは会社の中でも言える。経営者には経営者道、従業

員にはいわば従業員道ともいうべきものがあると思う。そ

れぞれ当然やるべきことがある。これをお互いに責任を持

って貫いてゆくというところに、信頼関係の基礎があり、

その信頼関係を高めてゆく推進力があるのではないだろ

うか。まずお互いの立場で、それぞれの道に徹したい。 

 

1 月 17 日（金）決意を持ち続ける 

指導者にとって大事なことの一つは、志を持つというこ

とである。何らかの志、決意というものがあってはじめて、

事は成るのである。だから志を立て決意をするということ

が必要なわけだが、それは一度志を立て、決心すればそれ

でいいというものではない。むしろ大事なのは、そうした

志なり決意を持ち続けることであろう。そのためには、や

はり、たえずみずからを刺激し、思いを新たにするように

しなくてはならない。 

 一度志を立て、決意することによって、非常に偉大な

ことを成し遂げられるのも人間であるが、その志、決心を

なかなか貫き通せない弱さをあわせて持つのも、これまた

人間である。 


